
りますが日頃から意識をしていると「逃げる準

備」、さらには「命を守る行動」に違いがでま

す。各家庭の状況にあわせた避難時の持出し品を

準備しいつでも持ち出せるようにしましょう。 

日頃から洪水ハザードマップを通じて水害リスク

を学習し、防災意識を高めていただき、水害発生

時に逃げ遅れる方がいないよう行政側としてもサ

ポートしていければと思います。 

 

  

会報 
野々市ロータリークラブ 
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■卓話  

野々市市 土木部 建設課 荒木裕甫
あらきゆうすけ

様  

     

私からは「新たな洪水ハ

ザードマップについて」とい

うテーマで近年の豪雨災害で

注目が集まっているハザード

マップの重要性などについて

お話しします。 

近年の豪雨災害についてで

すが昨年��月の台風��号は����年に�度という規

模の豪雨でした。またこの令和�年�月豪雨で特に

被害の多かったのは熊本県球磨川流域での氾濫で

す。この時国土地理院が発表した実際の浸水被害

範囲と、国土交通省が公表している浸水想定区

域、この二つの想定と実績が近い結果となったこ

とからハザードマップの水害予測は正確なもので

あり災害発生時に非常に有効なものであることが

再認識されました。 

ハザードマップは水防法にもとづいて、大雨に

よって河川が氾濫した場合に想定される浸水想定

区域図にあわせ浸水する区域、浸水深の目安、避

難情報の受け取り方など必要な情報が記載されて

いる災害避難地図です。マップの表面には����年

以上に�度の確率の大雨を想定したもの、裏面に

は発生頻度の比較的高い約��年に�度の確率の大

雨を想定した浸水想定区域図を表示しています。 

野々市市内はアンダーパスなど以外は�ｍ以上

の浸水が想定される箇所は無く、自宅の�階にも

垂直避難可能であるエリアが大部分であるため治

水安全度は非常に高いと言えます。 

ハザードマップには基本的な心得を明記してあ

一歩の前進は学び考え扉を開く 

■会長 矢原憲雄様 

9月に入りまだまだ暑い日が続き残暑疲れがた

まっているのではないかと思いますが健康にお気

を付けください。 

数日前の台風10号では気象庁・テレビなど色々

な所から今までにない様な台風が来るので十分な

対策を講じてくださいと繰り返し報道がされまし

た。それにより私たちも事態を重く受け止め色々

な対策が行われたと思います。やりすぎの報道と

とらわれるかもしれませんが仮にそれが空振りに

なったとしてもそれをおそれず報道機関、国、自

治体より私たちに対策を講じてほしいと思いま

す。 

今回の報道を基に色々な対策が九州・中国・四

国で行われました。食料の確保、住宅からの一時

避難、鹿児島では前もって自衛隊に離島の移送要

請をだすなど色々な対策が施されました。これは

私たちの経験からなされたものであり、最大のポ

イントは安全な所に避難するそれが第一だと思い

ます。その基となる行動を今回は気象庁なり国、

自治体がやって頂いた。これは大変有難いことだ

と思います。 

会長あいさつ 卓話 
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野々市市 総務部 環境安全課 清水宏和
しみずひろかず

様 

「大雨の際の避難について」ご

説明します。 

いつ起きるかわからない災害に

対して命を守り被害を最小限の

ものとするためには災害に対す

る正しい知識を身に付けること

です。災害時に大切なことは自

分の身は自分で守る自助、自分たちの地域は自分

たちで守る共助です。その割合は自助�割、共助�

割、消防などの救助�割であるといわれ、いかに自

ら備える事が重要であるかがわかると思います。

日頃から災害に対する正しい知識を身に付け災害

時に躊躇せず行動する事が必要です。 

 避難といえば、避難所への避難など水平方向へ

の行動を伴うものをイメージすると思いますがこ

れを水平避難と言います。一方今いる場所より高

い位置へ避難するのが垂直避難といい、野々市で

はこの垂直避難が適切といえます。 

避難の際の注意点として 

・ハザードマップで自宅の浸水深を事前に確認 

・川、用水の様子を見に行かない 

・雨風が強まってからの外出は避ける 

・夜間の外出は控える 

・なるべく高い場所へ避難する 

・道路が冠水した場合はスニーカーで避難する 

・非常用の持出し品に現金�小銭�を準備する 

こういうことを知っておくだけで命が助かる確率

が上がります。最後に避難とは「難」を「避」け

ることであり身の安全が確保できている場合は避

難する必要はありません。自宅で避難できる準

備、家具の転倒防止、家庭内備蓄、親戚や知人宅

への避難、車中避難、このように正しい知識を身

に付け災害をイメージすることで事前に準備し命

を守る最善の行動をとることが可能になります。

みなさんもぜひ災害についてイメージし、行動を

始めていただきたいと思います。 

■奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員会     

9/30職場例会について     中井登喜子様 

卓話（つづき） 
委員会報告 

今週のお花 

お花  マム 

花言葉  高貴 

原産地 アメリカ 

≪お花ご購入者≫ 

梅野智恵子様、里見安那様 

竹澤勝志様、西村信夫様 

【今後の例会プログラム】 

9/16  ガバナー公式訪問 

9/23  会員卓話 大西由紀子様 

        クラブフォーラム 

9/30  職場例会 能美市防災センター 

10/7  卓話   歯科衛生士 伊藤明子様 

10/14 会員卓話 柳生好春様 
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ニコニコボックス 
 

矢原憲雄  本日のお客様野々市市から清水宏

和様、荒木裕甫様、1000年に1度あ

るかないかの大水害に備えたハ

ザードマップの作成ご苦労様で

す。また子供防災教室のお手伝い

ありがとうございます。今日は

しっかり勉強して災害に備えたい

と思います。 

 

齊藤邦博  清水様、荒木様本日もご多用中の

ところありがとうございました。 

 

松田真一  清水様、荒木様卓話ありがとうご

ざいます。 

 

石澤 康  環境安全課 課長補佐 清水様 

      土木部 建設課 荒木様 

      ようこそいらっしゃいました。 

      清水様、卓話ありがとうございま

した。子供の防災教室これからも

よろしくお願い致します。 

 

織部秀一  環境安全の話ありがとうございま

す。 

 

新保良介  本日は野々市市の清水様、荒木様

お忙しい中卓話ありがとうござい

ました。 

 

中川修一  暑い日が続きます。 

      体に気をつけましょう。 

 

中井登喜子 9/2はZoomで例会に出席しました。

参加型のZoomで無かったので少し

退屈でした。やはりロータリーの

魅力は対話だと思いました。 

      中井の独り言です。 
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木戸喜美夫 台風の惨禍を見るにつけ防災の必

要を感じます。今日の卓話をかみ

しめたいと思います。 

 

里見安那  野々市市役所の方々、ハザード

マップ等のお話とても興味のある

ことでしたのでお聞かせいただけ

て大変ありがたいです。 

      ありがとうございました。 

      勉強になりました。 

 

 

宮川務、上田一治、舟元英一、清水良典、 

西村信夫、宮森恒成、本村幸宏、研野哲也、 

梅野智恵子 

 

 

計19件  合計22,000円（お花代込み） 

2020-2021年度累計 366,300円 

 

 

 

■ 野々市ロータリークラブ事務局 ■ 
 〒921-8821 石川県野々市市白山町8-15  (公社）野々市市シルバー人材センター2F    
 TEL(076)294-1232 FAX(076)294-1522    Mail : jimu@nonoichi-rc.jp  


